
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
七
号
 
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日

託

宣

和

歌

を

考

え

る

祇
園
神
託
宣
和
歌
を
例
に
し
て

八

 

木

 

意

知

男

 
 
 
 
 
 

要
 
旨

 

神
仏
が
人

々
に
生
き
る
術
を

は
じ
め
意
志
を
告
げ

る
託
宣

は
、
文

で
あ

る
場
合

と
和
歌

で
あ

る
場
合
と
が
あ
る
。

こ
の
託
宣
和
歌
に
は

様

々
な
問
題
が
内
在

し
、

一
筋
縄

に
は

い
か
な

い
。

 

そ
も
そ
も
託
宣
和
歌

の
射
程

は
独
り
和
歌
史
上
だ
け

の
問
題
で
は
な

い
。
本
稿

で
も
ふ
れ
た
天
照
皇
太
神
神
詠

「
阿
弥
陀
仏

と
唱
ふ
る

人

の
む
な
し
く
は
」
歌

が
徳
川
秀
忠
筆

『
三
社
託
宣
』
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
す

で
に
ふ
れ
た

(拙
稿

「三
社
託
宣
と
和
歌
」、
『
女
子
大
國

文
』

一
二
六
号
、
平
成
十

一
年
十
二
月
)。
故

に
教
訓
書

は
勿
論
、
信
仰
掛
軸

の
問
題

へ
も
及
ぶ

こ
と
と
な

る
。

 

本
稿

で
は
、
祇
園
神

の
託
宣
和
歌

に
限
定

し
て
、
託
宣
和
歌

に
関
す
る
問

題
点

の
種

々
相
を
考
え
よ
う
と
し
た
。

「
八
雲

た

つ
」
歌
を

中
心

に
神
詠
と
託
宣

和
歌

の
境

目
を
、

「長
き
よ

の
」
歌
を
中
心

に
異
伝

・
異
文
関
係

に
あ
る
と
さ
れ
る
託
宣
和
歌

の
扱

い
方
を
、

「わ
が

や
ど
に
」
歌
を
中
心
に
託
宣

の
結
果
を
確
認
す
る
必
要
性
を
、
述

べ
た
。

〔
キ
ー

ワ
ー
ド
〕

 
神
詠
 
 

 
託
宣
和
歌

異

伝

・
異

文

祇
園
神
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は

じ

め

に

 
 
 
 
福
神

の
御
託
宣

 
 
主

に
忠

お
や

に
孝
あ

る
人
あ
ら
ば
 

み
の
笠
も
や
ろ
杖
も
ふ
く
ろ
も

 
 
 
 
貧
乏
神

の
た
く

せ
ん

 
 
食
欲

し
と
色
と
酒
と

に
あ
さ
寝

せ
ば
 

い
の
ら
ず

と
て
も
神
や
守

ら
ん

 
右

は
、
江
戸
末

写
本

『
道
歌
集
』

(八
木
架
蔵
)
に
見
え
る
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、
実
際
に
は
多

く

の
書

に
引
か
れ
て
お
り
、
人

口
に
謄
爽

し
た

も

の
と
言

つ
て
よ

い
。

し
か
も
、
例
え
ば
福
神

の
御

託
宣

は
平
成

十
七
年

五
月

の

『
思
文
閣
大
文
化
祭

入
札
目
録
』

に
載
る
白
隠
慧
鶴

の

『
宝

の
槌

 
笠

 
み

の
之
図
』
幅

(
㎜
×
54
/
謝
×
67

㎝
、
紙
本

・
軸
装
。
通
山
宗
鶴
箱
書
)
で
は

 
 
君

に
忠
親

に
孝
有

る
人
し
あ
ら
は
 

ミ

の
笠
も
や
ろ
槌
も
袋
も

 
 
 

右
者
大

黒
天

の
歌

じ
や
げ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ロ
リ

と
し
、
傍
線
部

分
に
違

い
が
あ
る
。
ま
た
、
貧
乏
神

の
託
宣

の
下
句
は
、

天
照
皇
太
神
宮
御
神
詠

 
 
心
だ

に
誠

の
道

に
か
な

ひ
な
ば
 
祈

ら
ず
と

て
も
神
や
守
ら
ん

を
、
ま

る
ま

る
承
け

て
い
る
。

か
か
る
現
実

を
如
何
に
考
え

る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

 
そ
も

そ
も
託
宣

と
は
、
神

仏
が
人

に
乗
り
移

っ
た
り
夢
中

に
あ
ら
わ
れ
た
り
し
て
、
そ

の
意
志
を
告
げ
知
ら
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
所
謂
神
仏

の

「お

つ
げ

」

の
こ
と

で
あ
る
。
託
宣

の
形
態

は
、
文

で
あ

っ
た

り
和
歌
で
あ

っ
た
り
し
、
対
象
者

も
ひ
と
り

の
場
合
も
あ

り
、
複
数

の
場
合

も
あ

る
。
『
和
論

語
』

で
は
対
象
者
を
複
数

に
お
く
故

「も
ろ
人
ら
」
と
各
条
を
始
め
て

い
る
。

 
託
宣
と
称
す

る
も

の
で
最

も
著
名
な
も

の
は
、
所
謂

『
三
社
託
宣
』

で
あ
る
が
、

こ
の

『
三
社
託
宣
』

は
文

の
形
態
を
と
り
、

一
般

民
衆

つ
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託
宣
和
歌
を
考
え
る



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
り

ま

り
複
数

の
人

々

へ
向
け

て
の
お
告
げ

で
あ
る
と
処
理
さ
れ
得

る
。

 

一
方
、
和
歌

の
形
態
を
と
る
託
宣
も
古
く
か
ら
存
在
す
る

こ
と

で
あ
り
、
例
え
ば

『
伊
勢
物
語
』

一
一
七
段

に
見
え
、
『
住
吉
大
社
神
代
記
』

に
在

り
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
入
集
す

る
住
吉
神

の
神
詠

「
む

つ
ま
じ
と
君
は
知
ら
な
み
」
歌
等

が
そ
れ

で
あ
る
。

こ
の
歌

の
場
合
、
何
も
和
歌

神

で
あ

っ
た
が
故
に
住
吉
神
が
和
歌

の
形
態

の
託
宣
を

し
た
わ
け
で
は
な

い
。
和
歌

は
独

り
住
吉
神

の
専
有
物
で
は
な

い
か
ら
で
あ

る
。
住
吉

神

に
限
ら
ず
実

に
多

く

の
神
仏
が
和
歌

の
形
態
を
と

っ
て
託
宣
を
し
て

い
る
。

以
下
、

こ
の
和
歌

の
形
態
を
と
る
託
宣
を

「託
宣
和
歌
」
と
称

す
る

こ
と
と
す
る
。

 

と

こ
ろ

で
、
託
宣
和
歌

と
考
え
ら
れ
る
和
歌

は
、
勅
撰
集
を
は
じ
め
と
す
る
撰
集
や
説
話
集
、
そ
し
て
神
社
仏
閣
の
縁
起

・
高

僧
伝
等
に
拾

う

こ
と
が
出
来

る
が
、

い
ざ
拾

い
出

し
て
見
る
と
幾

つ
か

の
疑
義
が
生

じ
て
来
る
。

こ
れ
は
他

で
も
な

い
、
我

々
が
託
宣
和
歌
全
体
を
考
え
る

営

み
を
積

み
重
ね

て
こ
な
か

っ
た
故

の
こ
と

で
あ

る
。
そ

の
為
、
例
え
ば

「善
光
寺
如
来
は
斯
様
な
託
宣
和
歌
を
お
詠

み
に
な

つ
て
い
ま
す
。
」

と
は
言

っ
て
も
、

そ
れ
が
信
仰
史
上

に
如
何
な

る
位

置
を
占

め
る
の
か
は
不
明

の
ま
ま
等
閑
に
付
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
誤
解
な
き
様

に
蛇

足
を
加
え

る
な

ら
ば
、
そ

の
有

り
様

の
善
悪
を
論
う
も

の
で
は
な

い
。
ま
た
、
託
宣
和
歌

の
真
偽
を
論
ず
る
も

の
で
も
な

い
。
託
宣
和
歌
全
体

を
通
し

て

一
定

の
見
解
を
得
る
事

は
出
来
な

い
か
、

と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

 

こ
こ
で
は
紙
幅

の
都
合

も
あ
る
故
、
主

た
る
対
象

を
祇
園
神
託
宣

和
歌
に
と

っ
て
考
え

る
。
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一 

和
歌

の
発
生
と
神
詠

 
我
が
国

に
お
け

る
歌

の
発
生

は
、
通
常

、
神
代

に
求

め
ら
れ

て
い
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
序

を
見
れ
ば
明
ら
か
に
そ

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
。
仮
名
序

で
は

 
 
こ

の
歌
、

天
地

ひ
ら
け
初

ま
り
け

る
時
よ
り
出

で
き

に
け
り
。



天

の
浮

橋

の
下

に

て
、

女

神

男

神

と

な

り
た

ま

へ
る

こ
と

を

言

へ
る
歌

な

り
。

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

(新
潮
日
本
古
典
集
成
所
収
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
)

と

さ

れ

る
。

す
な

わ

ち

、

諾

・
再

二
神

の
洲

国

産

生
章

段

を

い
う
。

求

愛

の
恋

歌

と
考

え

て

よ

い
。

恋

歌

に
位

置

付

け

ら
れ

る
故

、

託
宣

で
は

 
 

 
 

 き
ロ

有

り
得

な

い
。

 

こ
れ

に
対

し

て
仮

名

序

は
続

け

て

 
 

し

か

あ

れ

ど

も
、

世

に
伝

は

る

こ
と

は
、

ひ
さ

か
た

の
天

に

し

て
は

、

下
照

姫

に
は

じ

ま

り
、

 
 

 
 

下

照

姫

と

は
、

天
稚

御

子

の
妻

な

り
。

兄

の
形

、

丘

、

谷

に
映

り

て

か
が

や

く

を

よ

め
る

え

び
す

う

た

に
な

る

べ
し
。

こ
れ

ら

は
文

 
 

 
 

字

の
数

も
定

ま

ら

ず

、
歌

の
様

に
も

あ

ら

ぬ

こ
と

ど

も
な

り
。

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 る
ロ

と

言

う
。

こ
れ

は

神
代

紀

巻

二

「天
孫

降

臨

章

」

第

一
の

一
書

に
次

の
如

く

あ

る
を

指

す
。

 
 

時

に

味

紹

高

彦

根

の

神

、

光

儀

華

艶

し

く

し

て
、

二

丘

二

谷

の

間

に

映

き

き

。

故
、

喪

に

会

へ
る

者

歌

よ

み

し

て

日

ひ

し

 
 

く

、
或
る
は
云
は
く
、味
紹
高
彦
根
の
神

の
妹
下
照
媛
、衆
人
を
し
て
丘
谷
に
映
く
者

は
味
親
高
彦
根

の
神
な
り
と
知
ら
し
め
む
と
欲

ひ
、
故
、
歌
よ
み
し
て

 
 

日
ひ
し
く
と

い
ふ
。

 
 

 
 

天

な

る
や
 

弟

織

女

の
 

頸

が

せ

る
 

玉

の
御

統

の
 

あ

な

玉
は

や
 

み
谷

 

二

渡

ら
す

 
味

紹

高
彦

根

 
 

と

い

ひ
き
。

ま

た
歌

よ

み

し

て

日

ひ
し

く
、

 
 

 
 

天

離

る

 
夷

つ
女

の
 

い
渡

ら

す
迫

門

 
石
川
片

渕

片

渕

に

 
網
張

り
渡

し

 
女

ろ
よ

し

に

 
よ

し
寄

り
来

ね

 

石
川

片

渕

 
 

と

い

ひ
き
。

こ

の
両
首

歌

辞

は
今

夷

曲

と
号

く
。

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

(朝
日
日
本
古
典
全
書
所
収
本
に
よ
る
。
)

 

こ

こ

に
言

う

「夷

曲

」
が

、

歌

の
内

容

に
非
ず

し

て
、

歌

の
形
態

に
対

し

て

の
謂

い
で
あ

る

と
す

れ
ば

、

こ
れ

は
限

り
な

く

託
宣

に

近

い
も

 
 
託
宣
和
歌
を
考
え
る
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の
と
な

る
。

「或

る

は

云

は
く

、

…

・味
粗

高

彦

根

の
神

な

り

と
知

ら

し
め

む

と
欲

ひ
、
」

と

あ

り
、
味

紹

高
彦

根

の
神

名

を

顕

わ
さ

ん

と
す

る

和
歌

で
、

対
象

が

一
般

民
衆

で
あ

る
点

よ

り
す

れ
ば

、

託
宣

和

歌

に
極

め

て
近

い
。

し
か

し

難
点

は
下

照
姫

が
所

謂
神

と

し

て
祀

ら
れ

る
以
前

の
段
階

に
あ

る

こ
と

で
あ

る
。

菅

原
道

真

と

天

満
大

自
在

天
神

の
関

係

に
似

て

い
る
。

た

だ

、

民
衆

に
対

し

て
教

示
す

る
点

に
お

い

て
託
宣

和

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 ら
り

歌

に

近

い
も

の
が

あ

る
。

そ

れ

は

例

え
ば

『
和

論

語
』

に
お

け

る

「
人
皇
井
親

王
部

」

と
同

列

な

の
で
あ

ろ
う
。

 

次

に
、

仮

名

序

は

 
 

人

の
世

と

な

り

て
、

素

菱

鳴

尊

よ

り

ぞ
、

三

十

文
字

あ

ま

り

一
文
字

は

よ

み
け

る
。

と

し

て
、

 
 

八

雲

た

つ
 

出
雲

八
重

垣
 

妻

こ

め

に
 

八
重

垣

つ
く

る
 

そ

の
八
重

垣

を

の
歌

を

掲
げ

る
。

和
歌

を

三

十

一
文
字

に

詠

む

こ
と

の
始

ま

り

を
述

べ

て

い
る

の
で
あ

る
。

し

か

し
、

こ

の

「
八
雲

た

つ
」

歌

は
、

神
詠

で
は

あ

っ
て
も

一
般

民
衆

に
対

し

て
特

定

の
意

志

を
表

出

し

た
も

の

で
は

な

い
。

す

な
わ

ち
、

託
宣

和

歌

と

は
言

い
得

な

い

の
で
あ

る
。

 

仮

名

序

の
当
該

箇

所

で
は
、

託

宣

和

歌

に

つ
い
て

の
言

及

は
な

く

、

単

に
和

歌

の
起

源

が

語

ら

れ

て

い
る
、

と
思

量
さ

れ

る
。

二
 
そ
の
他
の
舐
園
神
神
詠

と

こ
ろ

で
、

素

菱

鳴
尊

神

詠

と
称

さ

れ

て

い

る
和

歌

に

い
ま

 
首

、

由

阿

の

『
詞
林

采

葉
抄

』

が

「神
無

月

」
条

に

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

マ
ノマ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ミ
ヲ
ヤ
ノ
 
 
 
 
 
ソ
ン
ソ
ウ

 

問

日
、

此

大

社

者

素

蓋

鳴
尊

ニ
テ
座

ヲ

日
本

国

ノ
神

々
御

祖

神

ト

テ
尊

崇

シ
奉

テ
参

集

玉

フ
「

建

以
不
審

也
、

其

故

ハ
伊

弊

諾
伊

弊
再

二

 

神

コ
ソ
天
神

地

祇

ノ
御

神

ニ
テ

マ
シ

マ
セ
、

サ

テ

ハ
天
照
太

神

ヲ

コ
ソ
宗

席

ノ
神

ニ
テ
座

ハ
最
尊

敬

ア

ル

ヘ
キ

ニ
第

四

ノ
御

子

ニ
テ
座

ヲ

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
ヒ
ノ

 

ハ
何

故

二
御

祖

ノ
神

ト

ハ
申

ニ
ヤ
、
答

日
、
其

子
細

深

秘
有

之
、
故

不
載

之
 

、

又
簸

河

上

二
手
摩

乳
脚

摩

乳

ノ
神

ノ
女
稲

田
姫

ヲ

ハ
サ

ク

 
 

 

 

な
イ

 

サ

メ

ノ
社

ト
申

所

二
斎

ヒ

タ

テ

マ
ツ

ル
、

社

ナ

ン
ト

モ
ナ

ク

八
重

垣

ト

テ
八
所

二
引
離

レ
云

々
在

之
、
此

ヲ
サ

ク
サ

メ

ノ
明

神

ト
申

ト

カ
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ヤ

、

大

社

ノ
御

可

ト

テ

 
 
 

 
 

 
 

ハマ
マ
リ  
  
  
 
  
  
ト
  ノ

 
 
 

 

日

モ
暮

ス
サ

ク
サ

メ

ノ
刀
自

ハ
ヤ

イ

テ

ヨ
 

心

ノ
ヤ

ミ

ニ
我

マ
ト

ハ
ス
ナ

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

ユ
ウ

 
 

サ

ク
サ

メ

ノ

刀
自

ト

ハ
タ

ツ

}
ヲ
申

ニ
ヤ
、

稲

田
姫

ノ
「

ヤ
、

ソ

レ

ヲ
刀
自

ト

ヨ

マ
セ

玉

フ
「

子
細

可
レ
尋
レ
之
依

之
、

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

(ひ
め
ま

つ
の
会
編

『
詞
林
采
葉
抄
』
、
大
学
堂
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
)

 
 
 

 
 

 
 

パマ
マ
リ

 

こ

の

「
日

モ
暮

ス
」

歌

は
、

馴

窓

『
雲

玉
集

』

に
も

 
 
 

 

素

蓋

烏

の

み

こ
と

の
御

歌

に

 

 

 

39

日
も

く

れ

ぬ

さ

く

さ

め

の
と

じ

は
や

い

で
よ

 

心

の
や

み

に
我

ま

ど

は
す

な

 
 
 

 
 

此

歌

を

こ
そ

三

十

一
宇

の

は
じ

め
と

申

す

べ
き

に
、

古

今
序

に
も

出

雲

や

へ
が

き

の
歌

を

か
き

た

る

は
秘

す

る

に
や

あ

ら

ん
、

や

 
 
 

 
 

へ
が

き

は
、
稲

田
姫

を

む

か

へ
と

り
社

を

た

て

て

よ

み
給

ふ

の
祝

の
歌

な

り
、

さ

く
さ

は
、

か
よ

ひ

そ

め
給

ひ

し
時

な

り
、

い
な

 
 
 

 
 

だ

ひ
め

を

さ

く
さ

め
明

神

と

申

す
と

か
や

、

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
(新
編
国
歌
大
観
所
収
本
)

と

見
え

る
。

「さ

く
さ

め

の
刀
自

」
が

何

れ

を

指

す

か

は
不
定

な

面

も
あ

る
が
、
こ

の
和

歌

は

素

菱
鳴

尊

が

さ

く
さ

め

の
刀
自

に
対

し

て
呼

び

か

け

た
も

の
、

と

い
う

点

で
は
動

か
な

い
。

故

に
、

こ
れ

も

託
宣

和

歌

と

は
言

い
得

な

い
。

 

ま
た

次

に

、
藤

原

範

兼

『
和

歌

童
蒙

抄
』

は

 
 
 

 

あ

し

引

の
山

辺
は

ゆ

か

じ

し
ら

か

し

の
 

枝

も

た

わ

㌧
に
雪

の
ふ
れ

》
ば

 
 

此

歌
素

蓋

鳴

尊

の
詠

也

と

い

へ
り
。

但

日
本

紀

に
不
レ
見

。

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
(日
本
歌
学
大
系
所
収
本
)

と
す

る
。

『
能

因
歌

枕

(広
本
)』
・
藤

原

仲
実

『
綺

語

抄
』

に

も
素

神

詠

と
す

る
。

し

か

し
、

こ

の
歌

『
万
葉
集

』

巻

十

に
入
集

、

人
麿

詠

と

も

 
 
託
宣
和
歌
を
考
え
る
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み
ら
れ
二
三

一
五
番
歌

で
あ

る
。
『
枕

草
子

(三
巻
本
)
』

は
第

三
十
七
段

「花

の
木
な
ら
ぬ
は
」
に

 
 
素
蓋
鳴
尊

出
雲

の
国

に
お
は
し
け
る
御
事
を
思

ひ
て
、
人
麿
が
詠

み
た
る
歌
な
ど
を
思

ふ
に
、

い
み
じ
く
あ
は
れ
な
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(新
潮
日
本
古
典
集
成
所
収
本
)

と

い
う
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
伝
神
詠
と

い
う

こ
と

で
あ
ろ
う

か
。

少
く
と
も
託
宣
和
歌

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

 
以
上

に
見
た
と

こ
ろ
、
神
詠
即
託
宣

和
歌
で
は
な

い
、
と

い
う

こ
と
に
な

る
。

三
 
舐
園
神
も
託
宣
す

 

一
体

、
祇

園

神

の
託
宣

和
歌

と

し

て
世

に

登
場

す

る
最
初

は
、
『
撰

集
抄

』
あ

た

り

で
あ

ろ

う
。

西

行
仮

托

の

『
撰

集

抄
』
巻

一
の
第

二
話

に

は
次

の
如

く
あ

る
。

 

 
 

過

に

し
此

、

九

重

の
ほ
か
白

川

の
ほ
と

り

に
、

形

ば

か

り
な

る
庵

む
す

び

て
、

ふ

か

く
後

世

の

い
と
な

み
す

る
人

侍

り
。

親

の
処

分
を

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

ア  
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  
   
  イ

 

 

故
無

う

人

に
押

し
と

ら

れ

て
、
詮

方

な

く
侍

り

け

る
ま

㌧
に
、
祇

園

に
七

日

こ
も

り

て
、
「
こ
と

わ

り
給

へ
」
と

祈

り
申

し
侍

り

け

る
に
、
七

 

 

日
と

申

あ

か

つ
き

に
、
御

殿

の
御

戸

を

ひ
ら

か

れ

て
、

「や

㌧
」
と

お

ほ

せ
ら

れ

け

れ
ば

、
大

明

神

の
御

託
宣

に

こ
そ

と
思

ひ
て
、

い
そ
ぎ

 

 

お

き

な

ほ
り

、

か

し

こ
ま

り

て
侍

る

に
、

け

だ

か
き
御

声

し

て
、

 

 
 

 

な

が

き

世

の
く

る

し
き

事

を

思

へ
か

し

 
仮

の
や
ど

り
を

な

に
な

げ

く

ら

ん

 
 
と
御
託
宣
な

り
ぬ
と
思
ひ
て
、
う
ち
警

て
、

こ
の
御
歌

に

つ
い
三

く
ぐ

案
ず

る
や
う
、
げ

に
も
あ
だ
に
は
か
な
き
は
此
世
な
り
.

 
 
宵

に
み
し
人
朝

に
死

し
、
朝

に
あ

り
し
た
ぐ
ひ
夕

に
白
骨
と
な

る
。

よ
ろ

こ
び
も
さ

む
る
時

あ
り
、
な
げ
き
も
は
る

》
末
あ
り
。
無
常
転

 
 
変

憂
喜

て

の
裏
を

か

へ
す
世

の
中

に
思

ひ
を
と
め
て
、
お
ろ
か
に
も
来
世

の
な
が
き
苦
を
歎

か
ざ

り
け
ん
事

の
は
か
な
き
よ
と
思
ひ
て
、

 
 

は
や
、

手
つ
か
ら
も
と
ど
り
切
り
て
、
妻

子
に
も
か
く
と
も
言
は
ず
し
て
、
白
川

の
辺
に
て
、
竹
な
ん
ど
拾

ひ
あ

つ
め

て
、

か
た

の
ご
と
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く
庵

し
め
ぐ
ら
し
て
、
明
暮
念
仏

を
ぞ
申
侍

り
け
る
。
此
身
を
惜

し
む
に
は
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
た
～
息

の
か
よ
は
む
限
り

に
す

べ
し
と

 
 

思

ひ
て
、
里
に
出
で
物
を
乞
ふ
わ
ざ

も
侍
ら
ず
。
た
ゴ

ニ
心
な
く
念
仏
を
申
侍

り
け
れ
ば
、
あ
た
り
近
き
人

々
あ

は
れ
み
て
、

い
の
ち
を

 
 

継

ぐ
た
よ
り
を
そ
し
侍

り
け
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(西
尾
光

一
校
注
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
漢
字
は
現
在
通
行
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
等
は
略
し
た
。
校
異
も
略
し
た
。)

 

こ
の
託
宣

和
歌
に

つ
い
て
、
問
題

の
第

一
は
託
宣
を
し
た

の
は
何
れ

の
神

か
、
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
と

い
う

の
も
、
こ
の
託
宣
和
歌
、

『
詞
花

和
歌
集
』

に
も

入
集

し
、
そ

こ
で
は

「稲
荷
明
神
」

の
御
歌
と
さ
れ

て
い
る
故
、
託
宣
神
が
両
者
異
な

る

こ
と

に
な
る
。

こ
の
問
題
を

確
認
し
や
す
く
託
宣
神
を
整
理
す
れ
ば
次

の
如
く
な

る
。

ω
詞
花
集

(新
編
国
歌
大
観
)

㈲
後
葉
集

(新
編
国
歌
大
観
)

㈹
袋
草
子

(
日
本
歌
学
大
系
)

ω
宝
物
集

(続
群
書
類
従
)

㈲
撰
集
抄

(撰
集
抄
全
注
釈
)

㈲
八
幡
宮
寺
巡
拝
記

(古
典
文
庫
)

ω

八
幡
愚
童
訓
㈲

(日
本
思
想
大
系
)

稲
荷

稲
荷
 
左
注
三
輪

稲
荷

読
人
不
知

祇
薗

八
幡

八
幡
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右
を

一
見
す
れ
ば
、

こ
の

「な
が
き
よ

の
」
歌
が
極

め
て
よ
く
宣

託
和
歌

の
特
色
を
持

っ
て
お
り
、
多
く

の
神
が
好
ん

で
使
用
し
た
と
知
れ

る
。

し
か
し
、

こ
の
詠
者

の
違

い
を
単

に
誤
認
と
考
え
処

理
す

る
の
は
早
計

に
失
す

る
の
で
は
な

い
か
。

そ
れ

は
、
実
は
各
書

に
見
え
る
と

こ

ろ
、

託
宣

和
歌
に
異

同
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

託
宣
和
歌
を
考
え
る



ω
な
が
き
よ

の
く
る
し
き

こ
と
を
お
も

へ
か
し
 
な
に
な
げ
く
ら
む
か
り
の
や
ど
り
に

②
な
が
き
よ

の
く
る
し
き
こ
と
を
お
も

へ
か
し
 
な

に
歎
く
ら
む
か
り
の
や
ど
り
劃

㈹
長
き
世

の
く
る
し
き
事
を
思

へ
か
し
 
何
歎

く
ら
む
か
り
の
や
ど
り
を

働
長
キ
夜

ノ
苦

シ
キ
事

ヲ
思

ヘ
カ
シ
 
何
歎

ラ
ン
仮
ノ
宿
リ
ヲ

㈲
な
が
き
世

の
く
る
し
き
事
を
思

へ
か
し
 
仮

の
舎

を
作
歎
ら
ん

㈲
長
キ
世

ノ
ク
ル
シ
キ
事
ヲ
ナ
ケ

、
カ
シ
 
何
思
ラ
ン
カ
リ

ノ
ヤ
ト
リ
ヲ

ω
な
が
き
世
の
か
な
し
き
事
を
な
げ
ン
か
し
 
何
劉

か
り
の
宿
り
劃

 

右

に
は
、
各

所
載
歌
を
引
き
、
ω
に
対

し
て
異
同
あ

る
箇
所
に
は
傍
線
を
附
し
た
。
そ
し
て
、
結
句

「や
ど
り
に
」
を

「や
ど
り
を
」
に

つ

く

る
が
、
基
本
的

に
は
ω
②
㈹
ω
は
同
じ
で
あ

る
。

こ
れ

に
対
し
て
㈲

で
は
下
句

の
第
四
句
と
第
五
句
を

入
れ
替
え
て
い
る
。
も
と
も
と
ω
に

お
け

る
第
四
句

と
第

五
句

は
倒
置
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
入
れ
替
え

し
て
も
意
味

上

の
変

化
は
な

い
。
さ

ら
に
㈲

の
場
合

に
は
、
第
三
句
と
第

四
句
を

入
れ
替

え
し
、
ω

は
そ
の
上
で
第

二
句

「く
る
し
き

こ
と
」
を

「か
な
し
き
事
」
に
変
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
故

に
、
稲
荷
神
託
宣
ω

働
㈹
と
祇
薗
神
託
宣
㈲
と
八
幡
神
託
宣
㈲
ω
と

は
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
に
三
者
三
様

の
違

い
が
存
す
る
と
知
れ
る
。

 

か
か
る
現
象
を
異
同
関
係
と
考
え
る

の
は
簡
単

で
あ
る
。

し
か
し
信
仰
史

の
中

で
の
把
握
と
し
て
は
不
十
分

で
あ
る
。

こ
れ
は
本
歌
取
り
に

も
似
た

展
開

で
あ
ろ
う
。

句
順
を
入
れ
替
え
る

こ
と
に
よ
り
、
各
神

が
自
己
主
張

し
て
託
宣
し
た
と
思
量
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

実

は
、
当
該

「な
が
き
よ

の
」
歌

は
、
他
に
も
異
伝
が
認
め
ら
れ
る
。
『
新
拾
遺
集
』
巻
十
六
に
は

 

 

 

38
後

の
世

の
く
る
し
き
事
を
思

へ
か
し
あ
は
れ

こ
の
よ
は
夢
と

し
ら
ず
や

 

1

 
 
 
 

静

明
法
師
延
暦
寺
執
当
解
却

せ
ら
れ

て
後
、

日
吉

の
地
主
権
現
に
ま
う
で
て
よ
も
す
が
ら
祈
請

し
け
る
に
、
夢

の
中

に
宝
殿

の
う
ち

 
 
 
 

よ
り
詠

ま
せ
さ

せ
給

ひ
け

る
と
な
む
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(新
編
国
歌
大
観
所
収
本
)

と
あ

る
。
す

で
に
拙
著

『
儀
礼
和
歌

の
研
究
』
に
も
集
成

し
て
あ

る
和
歌

で
あ
る
。

こ
の
歌
、
「な
が
き
よ

の
」
歌
と
全
く
別

の
も

の
と
は
言

い

難

い
。

む
し
ろ

「な
が
き
よ

の
」
歌
を
焼
き
直

し
た
、
と
考
え

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
な
が
き
よ

"
無
明

の
長
夜

11
後

の
世
、
な
る
理
解

に
よ
る

も

の
で
あ

る
。

そ
し
て
、

「
日
吉

の
地
主
権
現
」
を
詠
者
と
伝
う
。

 
と

こ
ろ
が
、
京
都
女
子
大
学

宗
教
文
化
研
究

所
架
蔵

『
諸
神
仏

託
宣
集

(仮
題
)
』

(実

は

『
略
本
和
論
語
』

で
あ
ろ
う
)
に
は
、

こ
の

「後

の
世

の
」
歌
を

「
二
宮
権
現
御
詠
」
と

し
て
い
る
。
八
木
架
蔵

『
神
仏
御
嵜
』

も
同
断
。

 
ま
た
、
京
女
本

『
諸
神
仏
託
宣
集
』

は

「稲
荷
大
明
神
御
詠
」
と

て

 
 

の
ち

の
世

の
苦

し
き
事

を
思
ひ
し
に
 
南
無

阿
み
た
仏
を
忘

る

へ
か
ら
す

を
掲
げ

る
。

八
木
架
蔵

『
神
仏
御

可
』
も

こ
の
和
歌
を

「稲
荷
」
と
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
同
じ
く
八
木
架
蔵

の

『
蓮
如
聖
人

い
ろ
は
歌
教
訓
井
二

仏
神
之
御

託
宣
』

で
は

こ
れ
を

「
日
吉
権
現
」
歌
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
該
歌

は
前
引

『
新
拾
遺
』
歌

の
下
句
を
変
化
さ
せ
た
も

の
で
あ

る

こ
と

は
明
ら
か
で
あ

る
。

 
 
長

き
よ

の
苦

し
き
事
を
思

へ
か
し
 

何
歎

く
ら
む
仮

の
宿

り
を

の
パ
タ

ー

ン
の
託
宣
和
歌

で
は

「無

明
長
夜

こ
そ
苦

し
い
の
で
あ

っ
て
、
所
詮
仮

り
の
や
ど
り
に
す
ぎ
な

い
こ
の
世
の
出
来
事

の
い
ち

い
ち
を

ど
う
し

て
歎

く

の
か
」
と
、
訴
え

の
些
末
な
る

こ
と
を
諭
す
。

こ
れ

に
対
し
て

 
 
後

の
世

の
苦

し
き
事
を
思

へ
か
し
 
あ
は
れ

こ
の
よ
は
夢
と
知
ら
ず
や

の
パ
タ
ー

ン
の
託
宣
和
歌

で
は
、
「無
明
長
夜

は
苦
界
で
あ
り
後
世

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
現
世
は
夢
幻

に
す
ぎ

な

い
」
と
後
世

の
苦

し
さ
を

よ
り
強

調
し

て
い
る
。
さ
ら

に

 
 
後

の
世

の
苦
し
き
事
を
思

ひ
し
に

南
無
阿
弥
陀
仏
を
忘

る
べ
か
ら
ず
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る



の
パ
タ
ー

ン
で
は
、
「後
世
は
苦

し

い
。

だ
か
ら
六
字
名
号
を
唱
え
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
」
と
、
現
世
を
生
き
る
方
法
を
教

え
る
。

こ
の
第
三
の

パ
タ
ー

ン
で
は
、
『
撰
集
抄
』

の
如
く
自
分

で
託
宣
和
歌

の
意
味
内
容
を
考

え
、
生
き
か
た
を
自
分
で
模
索
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な

い
。

「南

無
阿
弥
陀
仏
を
忘
る

べ
か
ら
ず
」
と
諭

し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
託
宣

和
歌
は
、

よ
り
具
体
的
に
、
よ
り
教
訓
色
を
強
め
て
、
変

化

し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

 
な

お
ま
た
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
九
、

一
八
六
四
番
歌
と

て
次
が
あ
る
。

 
 

に
し

の
海
立

つ
し
ら
浪

の
う

へ
に
し
て
 
な

に
す

ぐ
す
ら
む
か
り

の
こ
の
よ
を

 
 
 
 
 

こ
の
歌

は
、
称
徳

天
皇

の
御
時
、

和
気
清
麿

を
宇
佐
宮

に
た

て
ま

つ
り
た
ま
ひ
け
る
時
、
託
宣

し
給
ひ
け
る
と
な
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(新
編
国
歌
大
観
所
収
本
)

 
右

は

『
続
日
本
紀
』
巻

三
十
、
神
護
景
雲
三
年

(七

六
九
)
に
記
さ
れ
る
道
鏡
事
件
を
指
す
と
考

え
ら
れ
、
『
八
幡
宇
佐
宮
託
宣
集
』
巻

八
に

 
 

称
徳

天
皇

五
年
。
神
護
景
雲

三
年
已
酉
七
月
。

和
気
清
麻
呂
勅
使
之
時
。
御
歌
。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

,

 
 

西
乃
海
。

立
津
白
波
乃
。
上
却
憶
奈
ホ
須
古
須
覧
。
加
利
乃
此
世
乎
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『史
料
拾
遺
』
所
収
本
。
た
だ
し
、
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
。
)

と
見
え

る
託
宣

和
歌

で
あ

る
。

因
に
蛇
足
を
加
え
る
な
ら
ば
、
所
謂

『
三
社
託
宣
』

の
八
幡
大
菩
薩
託
宣

も
こ
こ
に
関
わ
る
し
、

 
 

諸
悪
不
造
。
修
善
常
行
。

自
浄
身
意
。
神
我
教

文
。

語
も

こ

の
折

の
も

の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
『
八
幡
愚
童
訓

(
乙
)
』
五

「後
世
事
」

に
も

 
 
 

右
無
相
寂
滅

の
体
相
を
出

て
和
光
同
塵

の
化
儀
を
示
し
給
は
、

人
倫

の
振
舞

に
た
が
わ
ず
、

死
を

い
み
生
を
愛

し
、
官
位
福
禄
を
あ
た

 
 

へ
、
栄
花
名
聞
を
旨
と
し
給

ふ
様
な
れ
共
、
御
本
意

を
尋
ぬ
れ
ば
電
光
朝
露

の
か
り

の
や
ど
り
を

い
と
ひ
、
虚
妄

不
実

の
あ
だ
な
る
富
を

 
 

ね

が
ふ
事
な
く

し
て
、
諸
行
無
常

の
こ
と
わ
り
を
忘

れ
ず
、
如

少
水
魚

の
思
を

こ
た
ら
ず
し

て
、
悪
を
断
じ
善
を
修

し
て
貧
著
五
欲

の
き
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つ

な
を

放

れ
、

後

生

菩

提

の
因

を

た

く

わ

へ
よ

と

也
。

さ

れ

ば

清

丸
、

勅
使

と

し

て
非
道

を
申

さ

れ

し
時

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ス
グ

 
 

 

 

 

西

の
海

た

つ
白

浪

の
う

へ
に
し

て
 

な

に
過
す

ら

ん

か
り

の

こ

の
世
を

 
 

と

御

詫

宣

あ

り
。

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
(
日
本
思
想
大
系

『
寺
社
縁
起
』
所
収
本
)

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ハ 
り

と
あ

る
。

こ

こ
に

は

所
謂

「七

佛

通
戒

偶

」

の

「諸

悪
莫

作

、

衆

善

奉

行
」

語

を
引

く

な

ど

し

て

「
西

の
海

」
歌

を

説

明
す

る
。

下
句

の
類
似

は
兎

も

角
、

上

句

の

「
西

の
海

」

は

死
後

を
意

味

す

る
。

故

に
、

当

該

歌
も

「長
き

夜

の
」

歌

の

一
類

と

考

え

ら
れ

る
。

四
 

託
宣

の
同

一
性

へ
の
理
解

 
上

の
如

き

異

同

に

つ
い
て
、
例

え
ば

撰

集

抄

研

究
会

編

著

『
撰

集
抄

全

注
釈

(上
巻
)』

(笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
)
は
次

の
よ
う

に

記

し

て

い

る
。

 

 

『
詞
花

和

歌
集

』

巻

一
〇

、
雑

下

姻
に

「親

の
処

分

を

ゆ

へ
な

く

人

に
を

し
取

ら

れ

け

る
を

、

こ

の
事

こ
と

は

り
給

へ
と
稲

荷

に

こ
も

り

 

 

て
祈

り
申

け

る
法
師

の
夢

に
、
社

の
内

よ

り

言

ひ
出

し
給

へ
り

け

る
歌

 
長

き
夜

の
く

る

し
き

こ
と
を

思

へ
か

し
な

に
な

げ

く

ら

む
仮

の

 

 

や

ど

り

に
」

と

あ

る
。

ま

た

、
『
袋
草

紙

』

上

巻

に

も
、

「稲

荷

の
御
歌

 

な

が
き
夜

の
く

る
し

き

こ
と

を

思

へ
か

し
何
な
げ

く

ら

ん

か
り

 

 

の

や

ど

り

を

 

こ

れ

は

近

年

の
事

な

り
。

あ

る
僧

聯

か

相

論

の
事

有

り

て
、

稲

荷

に

百

日

参

詣

し

て
祈

念

す

る
夢

に

こ

れ

を

見

る

と

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

云

々
」

と

み
ら

れ

、
稲

荷

に
詣

で
た
話

と

な

っ
て

い
る
。

こ

の
他

、
『
後
葉

和
歌
集

』

巻

一
九

所
収

歌

57

の
左

注

に
は
、

「或

人

云

、

こ
の

 

 

歌

み
わ

の
明

神

の
御

歌

と
も

か

た

り
伝

へ
た

り
」
と
あ

り
、
三
輪

明
神

の
御

託
宣

の
歌

と
す

る
。

『
撰

集

抄

』

の
場

合

は
、
祇

園

に
籠

っ
て

 

 

御

託
宣

を
得

る
話

と
な

っ
て

い
る
。

 

 

 

「な

が

き

世

」
(長
き
夜
)
は
、
凡
夫

が
、
現

世

も
来

世

も

、
ま

た
次

の
世
も

、
生

き

か

わ

り
死

に

か
わ

り
未
来

永

劫

に

い

つ
ま

で
も
流

転

託
宣
和
歌
を
考
え
る
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し

て
さ
ま

よ
う
無
明

の
闇

の
世

の
こ
と
。

 
右

の
理
解

は
、
何
も
格
別

の
も

の
で
は
な

い
。
多

の
注
釈

の
類

は
み
な

同
様

で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
何

の
異
伝
理
解

に
は
な

っ
て
い
な

い
。

問
題
は
、
異
伝
を
ど

の
よ
う

に
理
解
す

る
か
、

で
あ

る
。

 
前
節

で
見
た
と

こ
ろ
、
基
本
的

に
は
稲
荷

×
祇
園

×
八
幡

の
三

つ
の
パ
タ
ー

ン
に
当
該
託
宣
和
歌

の
本
文
は
分
け
ら
れ
る
。

こ
れ
を
何
れ
か

が
誤
り

で
あ
る
、
と
切
り
棄

て
る

の
は
早
計

に
失
す
る
。
特
に
稲
荷
託
宣

の
場
合
と
祇
園
託
宣

の
場
合
と
は
、
詞
書

に
同

一
性
が
認
め
ら
れ
る
。

 
『
詞
花
集
』
四
〇
九
番
歌
詞
書

は

 
 

お
や

の
処
分
を
ゆ
ゑ
な
く
人
に
お

し
と
ら
れ
け
る
を
、

こ
の
事

こ
と
わ
り
給

へ
と
い
な
り
に
こ
も
り
て
い
の
り
申

し
け
る
法
師

の
夢
に
、

 
 

や
し
ろ

の
う
ち
よ
り

い
だ
し
給

へ
り
け
る
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(新
編
国
歌
大
観
所
収
本
)

で
あ
り
、
『
後
葉
和
歌
集
』

五
七

五
番
歌
詞
書
は

 
 

い
な
り
に

こ
も

り
て
い
の
り
申
す

こ
と
侍

り
け

る
法
師

の
夢

に
、
や
し
ろ

の
う
ち
よ
り

い
だ

し
た
ま
ひ
け
る

で
あ
る
。

こ
の
両
者

は
同
じ
も

の
で
は
な

い
か
。

そ
し
て

『
撰
集
抄
』

の
場
合
も

 
 

形
ば
か
り
な
る
庵
む
す
び

て
、

ふ
か
く
後

世

の
い
と
な

み
す
る
人
侍
り
。

と
あ
る
故
、
僧

な
り
法
師
な
り
と
称
さ
れ

て
も
よ

い
人
物
が
託
宣

を
う
け
た
。

そ
こ
で
、

こ
の

『
撰
集
抄
』
『
後
葉
集
』
『
詞
花
集
』

の
僧
が
同

一
人
物

で
あ
る
可
能
性
が
存
す
る
。

同

一
人
物

の
同

一
事
由

に
よ
る
も

の
で
あ

れ
ば
、

こ
の
僧
は
少
く
と
も
稲
荷

・
祇
園
を
巡
拝

し
た

こ
と
に

な
る
。

 
後
三
条
院
延
久
四
年

(
一
〇
七
二
)
三
月

二
十
六
日
を
濫
膓
と
す
る
稲
荷
社

・
祇
園
社

の
行
幸

で
あ

る
が
、
そ

の
後
、
白
河
院

の
場
合
も
堀
河

院

の
場
合
も
、

こ
の
両
社
が

ペ
ア
で
扱
わ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
稲
荷
社

・
祇
園
社
が
同

一
方
角
社

で
あ
る
故

の
こ
と

で
あ
る
。
『
拾
芥
抄
』
は
方
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角
社

を
ま
と
め

る
が
、
そ

こ
に

 
 

辰
巳
鰐
醗
 
稲
荷
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
(故
実
叢
書
所
収
本
)

と
あ

る
。

 

「親

の
処
分
を
無
レ
故
人
に
押
取
ら
れ
」
た
悲
憤

に
よ
る
社
参
が
同

一
方
角
社
に
向
け
ら
れ
た
と
考

え
れ
ば
、
当
該

異
伝

の
問
題
は
理
解
さ
れ

得

る
。

稲
荷

と
祇
園
、
何
れ
が
先

で
あ

っ
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
先

づ

一
社
に
参
籠
し
そ
こ
で

「な
が
き
よ

の
」

の
託
宣
和
歌
を
得
る

こ
と
が

出
来
た
。

し
か
し
そ
れ

に
満

足
出
来
ず

に
も
う

一
社

に
参
籠

し
た
。

そ

の
結
果
、
得
ら
れ
た
託
宣
和
歌

は
ほ
ぼ
同

一
の
も
の
で
あ

っ
た
、
と
考

え

る
の

で
あ

る
。

予
定

し
た
満

足
を
求
め

て
今

一
社
、
今

一
度
と
心
動

か
す

の
は
格
別
な
事

で
は
な

い
。
異
伝
異
文
と
考
え

る
よ
り
も
、
如
上

の
考
え

に
依

る
方

が
よ
り
信
仰
史
的

に
当
を
得
て

い
る
の
で
は
な

い
か
。

 
た
だ

し
、
右

の
理
解

は

『
撰
集
抄
』
『
詞
花
集
』
『
後
葉
集
』

の
場
合

に
限
定

し
て
の
も

の
で
あ

っ
て
、
極
め

て
類
似
す
る
託
宣
和
歌
で
あ

つ

て
も
祈

請

の
内
容

が
異
な
れ
ば

そ
れ

は

「異
な

る
託
宣
」
と
扱
わ
れ
る

べ
き

で
あ

る
。

こ
の
為

に
各
集
神
祇
部

の
託
宣
和
歌
が
多
く
事
情
説
明

の
詞
書

な
り
左

注
な

り
を
要
し
た
、
と
思
量
さ
れ

る
。
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五
 
託
宣
の
結
果

神
仏

が
民
衆

に
対
し
て
託
宣
す

る
が
、
そ

の
結
果
と

し
て
如
何
な
る
事
が
生
じ
た

の
か
、

そ
の
点

は
ぜ

ひ
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

。『
新

古
今
集
』

一
人
五
五
番
歌

夜

や
さ

む
き
衣
や
う
す
き
片

そ
ぎ

の
 

ゆ
き
あ

ひ
の
間
よ
り
霜
や
お
く
ら
む

 
 

住
吉
御
歌
と
な
む

託
宣
和
歌
を
考
え
る



(新
編
国
歌
大
観
所
収
本
)

に
対

し
、
『
詞
林
采
葉
抄
』
巻
三
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハイ

 
 

孝
謙
天
皇

ノ
御
宇
天
平
勝
宝
年
中

二
社

ノ
荒
廃

シ
タ

ル
「
ヲ
帝

二
告
申

サ
セ
玉
ケ

ル
御
寄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ひ
め
ま

つ
の
会
編
、
大
学
堂
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
)

と

い
う
。
す
な
わ
ち
、
『
興
福
寺
略
年
代

記
』
が
住
吉
社
遷
宮

の
最

初
と
す

る
を
承
け

て

『
詞
林
采
葉
抄
』
の
記
述

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

「夜
や
さ
む
き
」

の
託
宣
和
歌

は
そ

の
遷
宮

の
機
縁
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

託
宣
和
歌
を
詠

み
、
宮
居

の
荒
廃

が
気
付
か
さ
れ
、
遷
宮

と
い
う

結
果
が
生

じ
た
、
と

い
う

こ
と
に
な

る
。

 

一
方
、
『
玉
葉
集
』

二
七
四
五
番
歌

は

 
 

わ
が
や
ど
に
千
も
と

の
桜
花
さ

か
ば
 
う
ゑ

お
く
人

の
身

も
さ

か

へ
な
ん

 
 
 
 

こ
れ
は
紙
園

の
御
歌
と
て
人

の
夢

に
み
え
け
る
と
な
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(新
編
国
歌
大
観
所
収
本
)

と
あ

る
。

こ
の

「わ
が
や
ど

に
」
歌

は
、
『
と
は
ず
が
た

り
』

で
は

 
 
 

や
う

く

の
神

垣

の
花

ど

も
、

盛

り

に
見

ゆ

る

に
、

文

永

の
頃
、

天
王

の
御

歌

と

て
、

 
 
 
 
 

神
垣
に
千
本

の
桜
花

咲
か
ば
 
植

へ
置
く
人

の
身
も
栄

へ
な
む

 
 
 

と

い
ふ
示
現
あ
り
と
て
、
祇
園

の
社

に
、
を
び
た

㌧
し
く
木
ど
も
植
ゆ

る
事
あ
り
し
に
、
ま

こ
と

に
神

の
託
し
給
事

に
て
も
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
本
)

と
す

る
。
初
句

に
異
同
が
あ

る
。

「わ
が
や
ど
に
」
と

「神
垣
に
」
で
は
、
「わ
が
や
ど

に
」
の
方
が
具
体
的

で
あ
る
。

「神
垣
に
」
で
は
何
れ
の

神

垣
で
あ
る

の
か
今

一
つ
不
明
瞭
と
言
わ
ざ

る
を
得
な

い
。

し
か
も
神
が
特
定

の
人
と

の
契

り
に
お

い
て
自
己

の
意
志
を
表
明
す

る
託
宣

で
あ
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れ

ば

、

「わ

が

や

ど

」
と

言

え
ば

祇

園

社

の
こ
と

を
さ

し
、

「神

垣
」

と
言

わ
ず

と

も
良

か

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

「神

垣

」
と
言

え

ば

逆

に

特
定

と

い
う

概

念

は
崩

れ
、

神

祠
全

般

を
さ

す

こ
と

に
な

り

延

い
て
は

「何

れ

の
神

祠

で
も

」

と
な

っ
て

し
ま

う
。

 

『
と

は
ず

が

た

り
』

は
、
当

該

託

宣

和

歌

を

蒙

古
襲

来

に
揺

れ

る

「
文
永

の
頃

(
一
二
六
四
～

一
二
七
四
)
」

の
託
宣

と
伝

え

る
。

そ

し

て
、

こ

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ 
り

の
託

宣

を

承

け

て

人

々
は
多

量

に
植

樹

し
た

と

伝

え

る
。

果

た

し

て
然

ら
ば

、

幾

株

が
降

世

に
残

っ
た

か

は
知

ら

れ
な

い
が
、

祇

園

の
杜

は

こ

の
時

に

形
成

さ

れ

た

可
能

性

が

大

で

あ

る
。

例

の
元
徳

三
年

(
一
三
三

一
)
の
古

図

に
描

か

れ

る
樹

相

と

の
比
較

が

必
要

で
あ

ろ
う
。

さ

ら

に
は

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤

原

師

兼

が

詠

ん

だ

「
八
重

桜

」
、

今

川

氏
真

が
視

野

に
お
さ

め

た

「祇

園
林

」

の
社

叢

と

の
関
係

や

如

何

に
、

知

り

た

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

お

わ

り

に

 
託
宣

和
歌

に
は
、
異
伝

・
異
文
と

い

っ
た
問
題
が
多
く
存
在
す

る
。

そ
し
て
、

こ
の
託
宣

和
歌
の
抱
え
る
問
題

の
理
解
は
大
変

に
難
し

い
事

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
各
神
社
仏
閣
が
多

様
な
有

り
方
を
持
ち
、
託
宣
を
祈
請
す
る
側

に
も
個

々
別

々
の
事
情
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
そ

こ
で
本

稿

で
は
こ
の
託
宣
和
歌

に

つ
い
て
、
祇
園
社

一
社
を
例

に
と

っ
て
問
題

の
所
在
と
そ

の
種

々
相
を
考
え
、
も

っ
て
信
仰
史
研
究

の

一
助

た
ら
ん

と
し
た

の
で
あ
る
。

 
本
稿

で
考

え
よ
う
と
し
た

の
は
次

の
三
点

で
あ

る
。

 

一 

神
詠
と
託
宣
和
歌
と

の
境
界
。

 

二
 

ほ
ぼ

同

一
託
宣
和
歌
を
多
く

の
神

々
が
託
宣

し
た

こ
と

の
意
味
。

 

三
 

託
宣

の
結
果
を
知
る
事
。

 

た
だ

し
か
し
、

こ
れ

は
祇
園
神

の
託
宣

和
歌

に
限
定

し
た
考
察

で
あ
る
。
他
社

の
場
合

に
は
他
社

の
事
情

が
あ
る

こ
と

で
あ

る
。
例
え
ば

『
春

日
権

現
験
記
』
第

一
巻

は

託
宣
和
歌
を
考
え
る
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我
宿

ハ
み
や

こ
の
み
な
み
し
か

の
す
む
 

三
笠

の
山

の
う
き
雲

の
み
や

(新
校
群
書
類
従
所
収
本
)

な

る
託
宣
和
歌
を
伝
え

る
。

こ
の
上
句
は
明
ら

か
に

『
古
今
集
』
九
八
三
番
歌
、
喜
撰
法
師

の

「我
が
庵

は
」
を
承
け
る
。
ま
た
、
三
五
園
堀

原
甫

の

『
神
仏
道
歌
松

の
響
』

は

「
天
照
皇
太
神
宮
御
神
詠
」
と
し
て

 
 
阿
弥
陀
仏
と
唱

ふ
る
人
の
む
な

し
く
バ
 

わ
れ
此

国

の
神
と

い
わ
れ

じ

を
掲
げ
、

「北
野

天
満
大
自
在

天
神
」

に

 
 
我
た

の
む
人
を
む
な

し
く
な
す
な
ら
ば
 

あ
め
が
し
た
に
て
名
を
や
流
さ
ん

を
掲
げ

る
。

こ
の
両
首
は

『
新
古
今
集
』
巻
十
九
、
神
祇
歌

一
人
六

一
番
歌

 
 
わ

れ
た

の
む
人

い
た
づ
ら
に
な

し
は
て
ば
 
又
雲
わ
け
て
の
ぼ

る
ば

か
り
ぞ

 
 
 
 
 

賀
茂

の
御
歌
と
な
む

と
相
互

に
関
係

が
あ

る
と
思
量
さ
れ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
様
な
託
宣

和
歌
は
幾
等

も
確
認
出
来

る
こ
と

で
あ
る
。

(新
編
国
歌
大
観
所
収
本
)

 
託
宣

和
歌

の
信
仰
史
研
究

は
未
だ
確
定

し
て
は

い
な

い
。

し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と

い

っ
て
等
閑
に
付
さ
れ
て
よ

い
訳
の
も

の
で
は
な

い
。

そ

こ
に
本
稿

の
目
指
す
方
向
が
あ

る
。
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注

(-
)

当
該
大
黒
天
神
託
宣
和
歌
な
る
も
の
は
、
桜
戸
宮
崎
玉
緒

の
序
を
附
す
守
本
恵
観
編

『難

道
歌
百
首
和
解

全
』

(信
行
社
、
明
治
+
九
年
)
に

 

も
入
集

し
、

そ

こ
で
は
次

の
如
く

つ
く

る
。



 
 

主

に
忠
親

に
孝
行
す
る
人
は
 
祈

ら
ず
と
て
も
福
寿
あ
た
ゑ
ん

(2
)
『
三
社
託
宣
』

の
託
宣

の
初
発
は
と
も
か
く
、
『
三
社
託
宣
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
時
か
ら
清
浄

・
正
直

・
慈
悲

の
徳

目
を
教
え
告
げ
る
も

の
と
し

 

て

一
般
に
流
布
し
た
。
徳
目
か
時
流

の
求
め
に
合
致
し
た
為
で
あ
る
。
神

・
仏

・
儒

三
教

の
枠
を
越
え
て
製
作
さ
れ
、
彩

し
い
数
が
今
日
に
残
る
。

(3
)
恋
歌
か
和
歌

の
全
体

の
中
で
大
き
な
柱

で
あ
る
点
は
否
め
な

い
。

し
か
し
、
恋
歌
は
特
定
の
人
を
の
み
対
象
と
し
て
呼
び
か
け
る
為
、
そ

こ
に
は

一

 

般
性
を
含
ま
な

い
。

(4
)
『
紀
』
本
文

に
は
こ
れ
が
な
く
、

一
書
お
よ
び

『
記
』
に
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
気
に
な
る
が
そ
の
問
題
は
当
面
か
ら
は
ず
れ
る
。

(5
)
『
和
論
語
』

は

「人
皇
井
親

王
部
」
を
設
け
、
神
武
天
皇
か
ら
後
陽
成
院
ま
て
の
格
言
を
収
め
る
。
下
照
姫
は

『
神
代
紀
』

の
人
で
あ
る
か
ら
基
本

 

的
に
は
神

で
あ
る
。
し
か
し
、
民
衆
を
導
き
民
衆
に
教
訓
し
た
も
の
で
は
な

い
。
単
に
味
紹
高
彦
根
神

の
識
別
を
述

べ
た
に
す
ぎ
ず
、
託
宣
と
は
言

い

 

得
な

い
。

(6
)

こ
の

「諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
」
語
は
教
訓

・
教
誠

の
面
で
大
層
重
く
扱
わ
れ
て
来
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物

に
引
か
れ
て
い
る
。
特
に
近
世
期

 

の
善
書

の
類

は
こ
の
語
を
主
題
と
し
て
い
る
。
例
え
ば

『
太
上
感
応
篇
』
や

『
陰
隅
文
』
等
か
そ
れ
で
あ
る
。

(7
)
『
と
は
ず
が
た
り
』

は
、

 
 

を
び
た
ゴ
し
く
木
ど
も
植
ゆ
る
事
あ
り
し
に
、

 

と
記

し
て
お
り
、

こ
れ
か
事
実
を
伝
え
て
い
れ
ば
、
祇
園
社
叢

は
植
樹
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
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〔追

記

〕

本

稿

は
平

成

十

七
年

(
二
〇
〇
五
)
三
月

廿

四

日
～

計

日
、
東

京

高
輪

プ

リ

ン

ス
ホ

テ

ル
に

て
催

さ

れ

た

「第

十

九

回
 

国
際

宗
教

学

宗
教

史

会

議

世

界

大

会

」

に

て

口
頭

発

表

(三
月
廿
七
日
)

し
た

も

の
を

骨

子

と

し

て
、

一
部

手

を
加

え

た

も

の
で
あ

る
。

〔原

題
 

の
o
日
o
>
呂

Φ
。
＄

o
h
O
田
9
0
目
㊤
昌
冨

(霞

爵
①
日
巨
詳
望
6
昌
①
oQ
賓
臣

三
①
q
碧

碧

⑦
。。
①
<
霞
。σ
o
)〕

(短
大
部
教
授
)

託
宣
和
歌
を
考
え
る


